
番
号

設　　　　　　問

４
そう思う

３
おおむ
ね思う

２
あまり思
わない

１
思わな
い

4
割合

3
割合

2
割合

1
割合

1 学校の勉強がわかる。 ### 44 6 2 42% 49% 7% 2% 1 91% 42% 92% 61%

2
授業や活動で自分の考えを言うことができ
る。

23 55 11 0 26% 62% 12% 0% 2 88% 26% 63% 36%

3 本を読むのが好き。 24 24 27 14 27% 27% 30% 16% 3 54% 27% 82% 58%

4 毎日家で勉強している。（宿題も含める） 44 32 9 4 49% 36% 10% 4% 4 85% 49% 89% 61%

5 学校生活が楽しい。 47 40 1 1 53% 45% 1% 1% 5 98% 53% 88% 59%

6
生活科や総合的な学習やなかよし集会な
どで、いろいろな人と関わったり、いろいろな
経験をするのが楽しい。

37 45 7 0 42% 51% 8% 0% 6 92% 42% 81% 52%

7 友だちを大切に思い、仲よくしている。 57 30 1 1 64% 34% 1% 1% 7 98% 64% 97% 75%

8
家の人や友達・先生・地域の人たちへ挨拶
ができる。

29 41 15 4 33% 46% 17% 4% 8 79% 33% 82% 43%

9
先生たちは、よい行動を認め、よくない行動
を指導してくれる。

38 47 4 0 43% 53% 4% 0% 9 96% 43% 91% 61%

10
先生たちは、話や相談（悩んでいること）をよく聴い
てくれる。 27 52 9 1 30% 58% 10% 1% 10 89% 30% 87% 60%

　肯定的評価（Ａ評価かＢ評価を選択した回答）が増えたものは、全10項目中6項目でした。中でも「学校生
活が楽しい」「友だちを大切に思い、仲よくしている」「自分の考えを言うことができる」の肯定的評価の伸
びをうれしく思います。学習や体験活動、学校行事等を通じて、いろいろな人と出会い、ふれあい、ともに活
動し、ともに学ぶ経験が、これらの肯定的評価につながったと感じています。
　その一方で、読書や挨拶については、肯定的評価が低いです。引き続き、朝読や読み聞かせ、図書委員会に
よるさまざまな取組などを進め、本に親しみ、本が好きな子どもが増えるよう今後も取り組んでいきたいと思
います。挨拶に関しては、家庭・地域・学校がともに取り組んでいくことが重要かつ効果的であると考えま
す。自分から進んで挨拶ができる子どもを目指して、次年度も引き続き、家庭・地域・学校の三者で取り組ん
でいきたいと思います。ご協力よろしくお願いします。
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A そう思う B どちらかというとそう思う C どちらかというとそう思わない D そう思わない

R5年度 児童アンケート結果

保護者の皆さまには、本校の教育活動に関するアンケートにご協力いただき、ありがとうございました。

児童および保護者のアンケート結果をご報告させていただきます。皆さまからいただいたご意見を真摯に受

け止めるとともに、今後の教育活動の改善につなげていきたいと考えております。

これからもご理解・ご協力のほど、よろしくお願いします。
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